
北
伊
豆
前
震
に
依
る
震
波
速
度

鷺

清

信

坂

太
田
正
失
、
加
藤
茂
数
、
棲
庭
信
一
、
橋
本
格
吉
、
須
田
瀧
雄
、
稲
田
喜

本
報
文
は
技
術
官
養
成
所
第
三
島
十
年
生
の
地
震
演
習
'
と
し
て
課
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
此
の
報
告
中
の
計
算
は
主
と
し
て
同
生
徒
、
飯
田
務
、
竹

田
建
二
、
木
都
勇
、
池
田
口
問
夫
、
村
瀬
正
一
、
金
鎖
文
、
叉
吉
正
，
次
郎
、

代
士
山
の
諸
氏
の
・
な
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
北
伊
豆
前
震
と
其
の
震
央

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
六
日
午
前
四

北伊豆前震

地震香競l日 附 設震時 震央位置

x 1 11月20日 時201分44'9秒，2 下畑附近

@2  グ 20 53 19.2 田原野附近

03  21日 18.49 48.8 浮橋間近

，04  グ 19 16 28.2 田原野附近

@5  /1 20 48 38.0 田中山御料地

06  グ 21 ]7 24.1 下畑附近

。7 グ 21 23 35.0 田中山御料地

08  22日 5 30 37.5 韮附近山南方内中

@9  23日 2 13 19.0 下畑附近

。10 グ 7 20 17.7 浮橋附近

'011 1/ 733‘22.3 東東田田中山御料地

012 グ 8 38 21.8 
方中山御料地

部

013 グ 849 19.2 浮橋北方

x14 24日 13 38 56.6 浮橋東北方

015 25日 14 59 32.6 浮橋西北方

。16 グ 15 26 27.9 畑毛西方

。17 グ 15 50 02.8 東田部中山御科地

018 グ 15 58 19.9 問中山御料地

x 19 グ 16 01 30.8 平井東方?

@20 1/ 16 05 53'1 平井東方

x21 // 16 50 06.9 浮橋西方

。22 グ 18 34 13.4 田原野北西

@23 グ 21 13 21.0 下畑東方

@24 グ 21 15 07.1 f字儲北東

@25 グ 23 23 10.4 畠毛附主主

026 26日 4 02 48.3 f字情北方

C 

表第



時
頃
後
現
じ
た
北
伊
豆
烈
震
の
前
震
は
細
川
敷
賓
に
二
千
三
百
五
十
八
同

ι

し
て
、
共
の
中
、
有
感
莞
地
震
は
二
百
同
で
あ
っ
た
。
此
の
有
感
覚
地
震

中
、
三
島
に
て
震
度
の
弱
震
(
弱
き
方
)
以
上
を
感
じ
た
三
十
一
同
の
主

な
る
地
震
に
つ
き
、
隼
回
公
地
氏
は
共
の
震
央
を
決
定
し
験
震
時
報
第
五

巻
第
一
蹴
に
記
載
し
た
、
此
の
中
、
北
伊
豆
本
震
と
同
じ
位
置
即
ち
丹
那

附
近
に
震
央
を
有
す
る
も
の
を
捧
げ
れ
ば
前
表
の
如
く
な
る
。

此
庭
に
表
示
さ
-
れ

h

た
地
震
の
震
央
を
隼
田
氏
の
表
か
ら
国
一
不
す
れ
ば
第

一
国
の
・
印
の
如
く
な
る
、
叉
@
印
は
共
の
平
均
の
位
置
で
あ
り
、
東
経
一

三
八
度
五
九
・
三
分
、
北
緯
三
五
度
O
二
・
三
分
で
あ
る
。
共
に
×
印
は
本

震
の
震
央
で
あ
り
、
東
経
一
三
九
度
O
O
分
、
北
緯
三
五
度
O
三
・
四
分

(
本
墓
地
震
掛
で
決
定
し
た
も
の
)
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
平
均
の
震
央

・
と
本
震
の
震
央
主
の
距
離
は
僅
か
に
二
粁
で
あ
る
故
に
総
て
の
前
震
の
震

央
は
本
震
の
震
央
主
同
一
位
置
に
あ
り
主
見
倣
し
て
大
差
は
・
な
か
ら
う
主

考
へ
ら
れ
る
。

ニ
、
地
震
縦
波
の
速
度

前
記
第
一
表
に
示
し
た
地
震
の
各
に
つ
き
走

時
曲
線
を
引
い
て
見
る
時
は
、
大
億
三
種
類
に
分
類
す
る
と
之
が
出
来
る

立
ハ
の
第
一
は
可
な
り
よ
い

'r一
思
は
れ
る
走
時
曲
線
が
得
ら
れ
る
も
の
、
(
十

二
個
)
第
二
時
翻
測
値
を
示
す
貼
が
兎
も
角
も
連
結
せ
ら
れ
る
も
の
(
十

個
)
、
第
三
は
期
測
値
を
記
入
し
た
黙
が
方
眼
紙
上
に
散
在
し
、
如
何
主
も

、，

~I 

第
一
国

北
伊
豆
前
震
々
央
分
解
閏

y 

11 

仲
間
叫
穂

走
時
曲
線
の
引
き
ゃ
う
の
・
な
い
も
の
(
四
個
)
で
あ
る
。
第
一
表
中
@
O
×

印
は
夫
々
此
の
第
一
、
第
二
、
第
三
に
封
廃
す
る
。

第
一
表
中
に
記
載
さ
れ
た
地
震
中
@
及
び
O
印
を
有
す
る
地
震
に
つ
き

各
走
時
曲
線
が
震
央
距
離
(
横
軸
〉
百
粁
の
縦
座
標
の
佐
を
二
十
秒
ξ
し



F{~二去北伊豆前震の定時(ー〉

地震番重量 三島 沼津 おE漬 布良 東京 熊谷 追分 柿岡 銚子 名古屋 長野 岐阜 彦根 京都

s 8 S S S Jヲ s s s S 8 8 s s 
2 6.2、 15.5 17.9 20.5 24.5 26.9 (32.9) 35.7 36.1 33.n 46.2 
3 4.4 7.8 (11.2) 16.0 20.6 23.5 26.3 28.4 36.6 ぐ105.6) 34.4 35.8 43.1 一4 (-14.8) 7.9 15.6 15.3 20.7 25.5 26.8 28.5 35.8 32.6 34.9 39.0 (5486..44 〉 一5 0;7 7.4 14.3 15.8 214 24.4 27.5 30.6 42.0 一 37.5 42.9 一6 2.4 8.2 14.6 17.6 22.1 23.5 27.0 28.8 36.8 33.8 33.6 34.1 43.4 一
7 4.2 8.7 15.3 16.5 19.6 24.7 28.2 31.0 一 35.2 35.3 30.7 49.2 
8 5.1 8.6 15.7 15.5 16.8 23.8 28.4 29.4 (45・7) (47.0) 33.5 37.0 47.4 一9 4.1 6.1 16.4 15.8 21.3 23.5 26.2 3l.6 34.7 (38.8) 39.4 一10 4.7 6.1 17.0 15.3 

的 一ー 23β 26.0 一 .一 一11 5.7 7.2 16.2 16.0 2l.4 23.3 24.6 3l.2 一 一 33.4 37.9 (54.4) 一
12 4.6 4}) ]5.3 15.9 20.8 23.8 23.0 29.0 39.4 3与.1 33.7 43.0 
13 6.2 7.7 J8:7 15.6 24.4 24.2 32.0 一 一 37.8 40.6 49.1 
15 2.6 1.8 16.0 1::.8 226 (7.0) (25.7) (16.5) 33.1 一16 6β 〆 5. t 16.8 16.0 19.7 24.2 27.8 31.7 42.1 一 33.0 4:.'.4 66.0 
17 1.0 2.8 16.2 15.7 一 21.6 26.9 一 一 (30.7) 一
18 3.3 3.3 17.4 15.4 21.5 25.f) ~9.4 一 33.4 35.9 45.6 
20 4.1 6.0 16.0 16.2 J9.8 24.1 27.0 28.4 (30.4凸〉 35.0 33.0 一 39.9 51.1 22 4.7 4.8 15.6 16.7 ::0.0 23.7 26.6 30.8 38. 33.9 36.5 35.4 4l.5 59.7 23 4.4 '>l.4 15.4 16.1 20.'J 23.1 (20.4) 29.0 (5~~.2) L282.8) 〉 (28.9) 41.3 40.4 . 24 5.9 4.4 14.8 17.2 19.8 23.1 27.2 31.8 (28 35.9 60.3 42.4 

2.) 2.4 fi.O く38.0) 16.5 22.6 23.8 28.2 ~9.0 33.2 34.0 34.7 35.0 (91.8) CO.5 26 ( -1.0) (10.2) 16.9 19.1 17.0 24.1 27.2 31.0 (17.9) 一 36.9 (55.7) 

走時P動fの秒平，ね) 4.18 5.94 15.99 16.17 20.25 23.64 26.59 30.09 34:_6 34.92 36.91 44.43 
観均測同 22. 2.1. ~2. 22 17. 22. 22 19 13 14 22 16 18 4 
平均誤差，o土 0.25士 0.30土 0.16土 0.16土 0.22土 0.13土 0.21土 0.21
震央距離A 10 14 73. 76 99 126 143 171 180 ]87 191 204 247 290 
烈震の定時(粁tP〉01 3.6 3.6 16.7 16.3 20.0 23.9 26.6 29.2 32.7 34.4 34.9 42.1 

1
 
1
 

1
 

1
 

1
 



11m 

第二表北伊豆前震の走時(二)

地震雷腕 輪島 大阪 市高 島 紳 戸 洲本 盟問 和歌山 八丈島 i朝岬 仙窪 高知 潰松

一一s s s s s S 8 s S s S 』

2 80.6 ん7.4
3 56.3 4ち.4 116.6 92.1 96.1 65.9 94.3 一
4 55.8 56.号 iO.6 
5 
6 427 一

7 一
8 47.7 一
9 一 一
10 一
11 .- 一 一ー

12 一
13 一圃

15 一
16 51.9 264 239.7 84.9 71.7 
17 一ー

18 一
20 62.0 58.4 58.7 一 371 一
2~ 61.9 
23 59.6 一ー ー- 一 一
24 一

25" 50.8 57.5 91.3 78.9 67.8 一 70.2 160.0 

26 一 -- 一

走観均時測伺F数f白秒平n 〉
3 7 リF A 61' 4 。 O 1 1 20 

烈平震慢均央の走諜距持差(離(粁PsA ) 。〉

¥ 

317 320 323 34ラ 377 377 356 226 342 389 520 119 



て
、
各
地
震
の
走
時
表
を
作
れ
ば
第
二
表
の
如
く
な

る
d

詳
言
す
れ
ば
之
等
前
震

ω
定
時
は
大
憶
に
於
て
震

央
距
離
ム
が
約
二
百
粁
位
迄
得
ら
れ
、
ム
が
百
粁
の
前

後
托
於
い
て
は
、
信
額
す
べ
き
多
く
の
観
測
値
が
得
ら

れ
て
居
る
。
と
れ
ム
が
百
粁
の
庭
で
走
時
曲
線
を
重
ね

た
所
以
で
あ
る
。
而
し
て
各
地
震
に
つ
a

き
ム
が
百
粁
の

庭
に
於
け
る
買
の
護
震
時
刻
が
走
時
曲
線
か
ら
得
ら

れ
、
之
を
各
観
測
所
の
後
震
時
刻
に
二
十
秒
を
加
へ

た
も
の
か
ら
引
く
事
に
依
っ
て
前
記
の
表
は
求
め
ら

れ
る
。
倫
此
の
表
に
記
入
し
た
震
央
距
離
は
北
伊
豆

本
震
の
値
を
共
の
億
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
0
4

〈
験
震

時
報
第
四
巻
第
一
ニ
競
〉

此
の
第
二
表
に
於
け
る
走
時
の
平
均
値
を
用
ひ
て

走
時
曲
線
を
描
け
ば
第
二
国
の

P

の
如
く
な
る
な
る

P
な
る
曲
線
の
形
か
ら
見
て
之
等
の
前
震
の
平
均
の

震
源
は
地
表
に
あ
る
と
止
が
推
定
さ
れ
る
。
又
北
伊
豆

本
震
の
震
源
が
地
表
な
る
事
は
明
か
な
る
事
で
あ
る
。

此
の
事
か
ら
も
、
前
震
の
震
源
も
地
表
に
あ
る
べ
き
亡

主
が
考
へ
ら
れ
る
、
依
つ
ザ
ム
此
庭
に
取
扱
ふ
前
震
の
震

線曲時走第二園

S2e 

60 

。
50 

300' 200 km 震央距離100 km 

40 

30 

S 

~O 

議
震
時
刻

M
N

五



源
は
総
て
地
表
面
に
在
る
と
推
定
す
る
バ
卸
ち
前
節
一
に
於
い
て
は
前
震
の

震
央
が
本
震
左
大
槌
同
一
で
あ
る
と
之
を
越
ぺ
、
本
節
で
は
前
震
も
本
震

と
同
様
共
の
震
源
が
地
表
に
あ
る
べ
き
と
ん
」
を
推
定
し
た
、
従
っ
て
前
震

の
平
均
の
震
源
は
本
震
の
震
源
主
同
じ
位
置
に
あ
る
主
見
る
事
が
出
来

る
、
此
の
認
容
さ
る
べ
き
仮
定
の
下
に
以
下
前
震
の
平
均
の
走
時
曲
線
を

取
扱
ふ
事
に
す
る
。

扱
第
二
園
の
走
時
曲
線
P
か
ら
見
掛
け
の
速
度
を
讃
取
れ
ば
第
三
表
の

坐
況
の
如
く
た
る
。
弐
に
此
の
曲
線
が
縦
軸
を
裁
る
黙
を
此
の
固
か
ら

讃
取
る
も
、
又
此
の
走
時
曲
線
の
走
時
を
仮
に

A
に
閲
す
る
三
弐
曲
線
ル
」

第

表

一-......... 
F、

し
て
、
各
観
側
値
か
ら
求
め
、
之
か
ら
震
央
(
震
源
)
に
於
け
る
護
震
時
刻

を
求
む
る
も
何
れ
も
約
二
・
六
秒
主
た
る
。
之
を
時
刻
の
原
黙
在
し
て
平

均
の
走
時
を
表
は
せ
ば
第
三
表
b
の
如
く
な
る
。

此
庭
に
於
い
て
震
波
速
度
の
計
算
法
L
C

し
て
知
ら
れ
て
居
る
、
ヴ
イ
l

ヘ
ル
ト
、
ヘ
ル
グ
ロ
ツ
の
方
法
に
依
っ
て
震
波
速
度
も
を
算
出
し
た
。
但

し
或
る
震
央
距
離
ム
に
到
達
す
る
震
源
の
軌
道
に
於
け
る
最
も
深
い
黙
の

地
表
か
ら
の
深
さ
を
ゐ
主
し
、
共
の
黙
の
速
度
を
も
ξ
し
て
、
此
の
三
者

を
相
封
庭
せ
し
め
て
、
第
三
表
の

P
波
の
欄
に
掲
げ
た
、
此
の
1n
と
も
か

ら
第
四
表
の
h
ル
」
も
の
関
係
が
得
ら
れ
る
。

d 
離同央距!R. 
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第
四
表

北
伊
豆
前
震
よ
り
得
た
る
震
波
速
度

深

一一一 一 一 さ

O 五 O 五 O 五 O粁

七七六六六五ー五回/秒粁

度 P

Vpi遮皮四二九五一五
一五四八 三一

四四三三三三一
V度pI速皮S 

二一九七五二五了五秒粁/ 
九 000ー-'

.司- -‘ - -・ ・ーー- ~‘ ・-
V1/ 7p s . . -・ ー ・

七七七七七七六
三七八八五二三

一 大森係数

O 九九八八・七・圭:六fL/粁V 白

一 四九四 一六 K(ん〉
四二 O 三八五

(
平
均
了
七
四
)

三
、
初
期
微
動
時
間
と
大
森
公
式
北
伊
豆
烈
震
の
記
象
に
於
い
て
は

S
波
の
護
現
は
明
か
で
・
な
か
っ
た
、
従
っ
て
初
期
微
動
時
閣
の
精
密
な
る

讃
取
り
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。
然
る
に
前
震
に
於
い
て
は
験
震
時

報
第
六
巻
一
銃
三
二
頁
に
共
の
捕
窮
を
示
す
が
如
く
S
波
の
殻
現
は
極
め

て
明
瞭
で
あ
っ
た
、
勿
論
震
源
の
運
動
に
関
し
て
観
測
所
の
位
置
が
或
る

特
別
の
方
向
に
在
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

S
相
後
現
の
不
明
瞭
た
も
の
も

あ
る
。今

第
一
表
に
掲
げ
た
二
十
六
回
の
地
震
に
つ
き
初
期
微
動
時
間
を
表
示

す
れ
ば
第
六
表
の
如
く
怠
る
。
此
の
表
か
ら
初
期
微
動
時
間
の
平
均
の
値

を
園
上
に
記
入
し
、
之
等
の
黙
を
貫
く
線
を
引
け
ば
第
二
固
め

p
l
s
曲

ニ
七



線
の
如
く
友
る
。

次
に

p
l
s
の
曲
線
の
走
時
を
ム
の
函
数
'
と
し
て
式
一
不
す
れ
ば
次
の
如

く
友
る
。
此
の
式
の
誤
差
を
も
次
に
掲
げ
た
。

柿前逗 熊 潰 東 横 横 布 沼 三 |

第

五 h
v
u
(町・
4
・十
O
L
M寸
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斗

表

須

岡橋分谷松京賀潰良津島

四
、
地
震
横
波
速
度 ム

の
賃
測
値七四回二一九六七七一一町

一八八六九九三三六四 0・w

A
の
計
算
値六 五 五二一九七七六一一町

三七七一八八一三八四三U
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守
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前
節
に
も
設
明
せ
る
が
如
く
、
北
伊
豆
地
震
の

前
震
に
於
い
て
は
一
般
に
S
波
の
後
現
時
刻
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
然

れ
ば
P
波
の
後
現
時
に
初
期
微
動
時
間
を
加
ふ
る
時
は
S
波
の
走
時
の
信

ニ
八

用
す
べ
き
値
が
得
ら
れ
る
。
失
の
第
六
表
中
に
於
け
る
nm
及
び
仇
は
斯
く

し
て
求
め
た
佑
.
で
あ
る
、

m m 
11 

句可
Pミ E

コ

+ /十
r"¥〆ー¥

∞∞ 
I I 
司勺
Lノ~

b。
σコ
11 

∞ 
t-.:> 
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此
の
式
に
於
け
る
九
は
第
二
表
に
於
け
る
P
波
の
走
時
の
平
均
の
値
を

表
は
す
、
叉
(
S
l
i
p
)
は
初
期
微
動
時
間
で
あ
る
伶
此
の
式
の
仇
は
震
源

が
地
表
に
あ
る
'
と
の
考
へ
か
ら
、

P
波
の
走
時
を
求
め
た
?
と
同
時
に
震

央
に
於
け
る
走
時
を
零
に
す
る
た
め
に
二
・
六
秒
を
引
き
た
る
も
の
で
あ

る。
第
六
表
か
ら
払
の
表
を
国
一
不
し
之
を
貫
く
線
を
引
け
ば
第
二
闘
の
曲
線

S
の
如
く
た
る
、
之
か
ら
見
掛
の
速
度
リ
仙
沼
を
護
取
っ
て
、
第
三
表
S

波
の
欄
に
掲
げ
た
、
此
庭
に
於
い
て
或
る
震
央
距
離
ム
に
達
す
る
震
波
紋

の
最
深
貼
を
h
共
庭
に
於
け
る
速
度
を
弘
之
し
、
ヴ
イ
l

ヘ
ル
ト
、
ヘ
ル

グ
ロ
ツ
の
方
法
に
依
り
之
等
を
算
出
し
て
、
此
の
三
つ
の
値
を
相
封
庭
せ

し
め
て
第
三
表
中
に
掲
載
し
た
。

第
三
表
の

S
波
の
ゐ
主
弘
之
を
作
国
的
に
整
頓
し
た
も
の
は
第
四
表
の

h
'と
れ
で
あ
る
。
尚
も
，
ど
れ
の
比
も
同
表
に
掲
げ
た
、
共
の
平
均
の
値
は

一
・
七
四
で
あ
る
、
先
に
著
者
が
小
園
地
震
に
於
い
て
求
め
た
も
の
は
一
・

七
O
、
伊
東
強
震
で
求
め
た
も
の
は
一
・
六
八
で
あ
っ
た
、
之
等
の
差
は
誤



第六表初期微動時n日並びに S波の走時

地震脅披 !三 島 iR 津 f1，を ij主 耳目 良 東 京 演 本去 合邑 谷 2阜 分 折li 岡 釘h 子 名古屋

s s 8 s s s s s s s S 

1 2.1 一 12.0 (5.0) 138 15.9 14.2 21.0 19.3 2l.7 
2' 2.2 10.0 8. 13.1 15.4 16.4 20.7 31.7 20.1 
3 1.9 2.9 10.4 9.4 13.1 15.4 16.0 2l.0 21.0 27.1 20.2 
4 2.3 2.7 11.4 9.7 13.2 15.4 15.2 18.5 
5 一 一 一 一

¥ 

6 2.3 2.4 10.4 102 3 128 15.6 16.~ 19.1 20.5 25.7 20‘6 
7 2.1 2.2 10.0 14.3 14.7 18.9 18.1 一 2l.2 
8 一 2.2 10. i 10.8 13.2 1乃.7 19.2 20.5 22.9 。 2.1 11.4 ]0.4 13.8 1月.6 16.3 19.8 18. 一 2l.2 
10 1.7 2.0 15.fJ 16.0 17.0 一
11 2.3 2.1 10.0 10.2 13.1 15.6 17.3 18.5 21.1 

113 2 
2.1 2.1 10.7 10.0 13.7 ]59 16.3 20.2 19.5 24.6 
2.1 2.4 10.7 ]!1.9 Hi3 18.9 21. 

14 2.3 2.9崎 9.3 13.3 15.6 16.2 19. 20.0 
]5 2.1 2.4 -= 9.ゴ 15.7 14.3 (29.6) 4OJO4J.巴5 (36.5) 

16 ーー 2.2 10.9 10.6 13.3 15.7 16.2 19.9 20.3 26.8 
17 2.2 15.6 14.8 20.5 
18 2.5 11.0 9.2 15.7 17.2 20.2 19. 22.0 
19 2.2 一 一 13.1 15.6 15.9 (218 66) 19. 22.8 
20 l.9 2.4 10.5 11.0 13.1 1.5.7 15.守 .2 20.7 22.1 21.0 

21 2.0 2.4 一 一 15.6 〔2163..9巧) 〔4192.0) 23.1 22.7 (25.5) 
22 2.0 O 2.4 10.3 9.8 13.9 15.7 ヨ ]9.3 (25.0) 
2・;) 2. 24 ]0.3 9.9 14.3 _ 15.6 ]6.3 (25.2) 22. (27.め0) 
24 2.1 2.2 10.0 8.8 J3.1 15.6 ]6.1 17.8 20. (26 
25 2.2 11.0 10.7 13.4 15.6 16.1 21.1 20. 26.6 22.4 
26 2.3 2.2 10.5 7.7 13.1 一 16.3 23.1 19.0 一、

〔翻干A却F均1誤Sm1l〉2差の同E，平粁教E 均〉 2 10 

2.36 10.51 9.84 13.41 15.66 15.89 Hl.47 20.13 21.38 
21 20 ~O 18 19 22 23 21 21 

土 0.02 土 0.03 士 0.09 土 0.15 士 0.07 土 0.03 士 0.11 土 0.?3 土 0.20 一 一
10 14 73 76 9fl 119 126 14ミ 171 180 187 
6.2~ 8.30 26.50 26.01 33:fl6 38.46 39.53 46.06 50.22 一

i363  5.70 23.90 23.41 31.06 35.86 36.93 43.46 47.62 一

I!.g 
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第 六 表 初 期j微動時11日並びに S波の走時 (二)

地震替競 長野 岐阜 彦根 大阪 漏島 紳戸 抑!木 豊岡

8 1 S s S 8 S s 

1 20.8 9 一一 一一 一
2 21. 24.G ~9.9 

3 22.5 26.5 28.0 42.2 14.7 28.1 43.3 
4 一一
リド

G 23.6 25.2 29.0 35.8 2i.2 45.1 
7 21.9 一一
8 23.4 24.2 
9 ]9.0 
10 

11 23.5 25.1 
1~ 22.4 25.2 31.0 

20.6 一一
14 22.6 ー--"

15 21.6 

16・ 21.0 32.0 31.9 39.3 40.3 
17 23.3 
]t) 19.6 
19 22.2 一
20 23.3 30.0 35.8 42.3 49.7 49.6 

:!l 24.2 24.3 32.7 23.0 41.6 33.6 43.5 
22 20.4 
23 (28.09 ) 23.0 42.7 
2-1: 22. 20.4 
ム25 23.3 21.8 (38.2) 43.8 16.1 39.0 40.0 
26 24.8 一

観f千AF均-醐読S)差白同E平若数E F均J 
22.00 24.55 30.45 一

一 一

191 204 247 290 317 320 323 345 377 377 

定時(:;
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差
の
範
園
で
あ
ら
う
。

倫
此
庭
に
注
目
す
べ
き
と
ん
」
は
第
三
表
に
於
け
る
同
一
の
ム
に
封
す
る

P
波
主
S
波
・
と
の
h
の
値
で
あ
る
、
印
ち
P
波
止
S
波
・
と
は
主
ハ
の
軌
道
が

異
な
る
や
否
や
の
問
題
で
あ
る
が
、
此
の
表
で
は
誤
差
の
範
閣
で
一
致
す

る
ん
」
見
・
な
け
ば
た
ら
な
い
。

玉
、
震
央
の

p
l
s
と
震
源
の
深
さ
今
或
る
深
さ
E
U

に
於
け
る
大
森

係
教
を

m'と
す
れ
ば
、
鉛
直
方
向
に
停
播
す
る
震
波
に
封
し
て
は

含
日
同
(
ど
お
斗

但
し
ぬ
は
初
期
微
動
時
間
併
の
増
し
に
封
臆
す
る
深
さ
の
増
し
で
あ

る
。
然
る
左
き
は

斗

'-ー、
5ミ|ミ P

然
る
に
各
深
さ
に
於
け
る
大
森
係
数
は
第
四
表
と
し
て
表
は
さ
れ
た
る

が
故
に
、
之
を
刑
ひ
、
闘
計
算
に
よ
り
て

7
と
h
と
の
関
係
を
求
め
れ
ば

弐
の
如
く
た
る
。

震
央
の

p
l
s
、

0.70 

2.50 

3.56 

1.32 

1.92 

3.05 

T 

秒

O 

震
源
の
深
さ
、

辛子
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5 

此
の
表
か
ら
火
の
第
七
表
を
求
め
る
事
が
出
来
る
。

第
七
表
震
央
の
初
期
微
動
時
間
k
震
源
の
深
さ

0
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7
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29.4 

震
源
の
深
さ
、
み
粁

7.3 

11.5 

24.6 

震
源
の

P
1
8
、
T

秒
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3.0 

3.5 

0.5 
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2.5 
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前震観同数分布園北伊豆第三国



六
、
震
央
距
離
に
従
ふ
震
波
の
減
衰
獄
態
前
掲
第
二
表
の
中
の
観
測

所
は
追
分
を
除
く
の
外
皆
ヴ
イ
l

ヘ
ル
ト
地
震
計
に
依
っ
て
観
測
せ
る
が

故
に
共
の
感
度
は
犬
躍
に
於
い
て
皆
相
等
し
ξ
見
倣
す
事
が
出
来
ゃ
う
。

而
し
て
此
の
表
は
北
伊
豆
前
震
の
主
た
る
も
の
を
皆
含
み
、
且
つ
ヴ
イ
1

ヘ
ル
ト
地
震
計
を
有
す
る
之
以
外
の
観
測
所
で
此
の
前
震
を
一
同
も
親
測

し
て
居
る
所
は
な
い
、
今
第
二
表
中
に
示
し
た
観
測
同
教
を
地
図
上
に
記

し
て
地
震
観
測
同
教
に
従
っ
て
数
例
の
直
域
に
分
割
す
れ
ば
第
三
国
の
如

く
な
る
。
但
し
各
区
域
は
弐
表
の
如
き
観
測
同
教
に
封
廃
す
る
も
の
で
あ

る。

国

g
s説
詩

謡
謹
直
緯

』吋

ド吋
ト吋

同
]
[
一
円

ト4

4 

;....l 

c-" 

-G 

一戸。1ωω

一{∞
l

同∞

今
此
の
親
測
同
教
の
分
布
園
を
北
伊
豆
烈
震
の
震
度
分
布
固
に
比
較
す

る
に
興
味
あ
る
事
責
を
得
る
、
即
ち
観
測
同
数
の
直
聞
の
呑
競
I
H
m
は

夫
々
震
度
階
級
の

I
H
m
に
封
臆
し
、

W
は
W
V
刊
に
相
営
す
る
(
験
震

時
報
第
四
巻
第
三
銃
二
八
二
頁
」
。
更
に
亦
震
央
距
離
に
従
っ
て
如
何
様
に

地
震
同
教
が
減
少
す
る
か
を
見
る
た
め
に
第
四
国
を
掲
げ
た
、
此
の
闘
に

於
い
て
横
軸
に
平
行
な
る
部
分
は
所
要
の
観
測
が
殆
ん

E
総
て
得
ら
れ
た

所
で
あ
っ
℃
、
北
ハ
の
震
央
距
離
は
、
約
百
六
十
粁
迄
で
、
走
時
曲
線
.
に
闘

し
取
扱
は
れ
た
範
閣
で
あ
る
、
而
し
て
之
は
前
表
の
区
間
の

W
に
封
臆
す

る。

国

m 
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¥ O 
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O I~ミ
O r2 弘一 O 
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離t巨

四

300 

央

第

200 
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噌
'
A

地
震
観
測
同
教

O 
O 

15 

然
れ
ば
此
の

W
な
る
直
哉
に
於
い
て
は
震
源
か
ら
直
接
に
来
た
震
波
の

観
測
が
可
能
怠
る
勢
力
を
有
し
て
居
っ
た
事
が
解
る
、
何

ιた
れ
ば
匡
問

W
に
於
け
る
走
時
曲
線
P
は
本
震
の
そ
れ
と
一
致
す
る
か
ら
。
然
る
に
第

三
表
に
見
る
が
如
く
直
間
町
の
中
に
射
出
し
た
震
波
の
最
も
深
〈
浸
入
せ

る
も
の
は
深
さ
約
三
十
粁
で
あ
る
、
第
四
表
に
依
れ
ば
此
庭
に
於
け
る
P

波
の
速
度
は
七
・
四
一
粁
一
/
秒
で
地
表
の
値
四
・
一
五
に
北
し
て
約
二
倍
に
も



た
っ
て
居
る
、
而
し
て
此
の
還
の
深
さ
よ
り
深
さ
の
増
ず
に
従
ふ
速
度
の

増
加
す
る
度
合
は
茜
だ
小
さ
い
印
ち
六
十
粁
の
深
さ
に
至
っ
て
も
七
・
七

郎
ち

0
・
三
の
増
加
で
あ
る
、
尚
之
上
り
深
い
所
に
於
い
て
は
更
に
共

ο

増
加
の
割
合
が
減
小
し
八
・

O
の
速
度
は
深
さ
百
五
十
粁
で
あ
る
(
験
震
時

報
第
五
巻
第
一
銃
一

O
三
頁
.
及
び
一

O
五
頁
本
多
氏
報
告
)
。

斯
様
な
深
さ
に
従
ふ
震
波
速
度
の
配
布
欣
態
に
於
い
て
は
地
表
面
震
源

土
り
愛
す
る
震
波
が
三
十
粁
以
上
に
侵
入
す
る
と
き
は
、
そ
れ
が
再
び
地

表
面
に
射
出
す
る
と
き
、
著
し
く
庚
い
範
囲
に
掠
げ
ら
れ
る
と
主
に
危
る

従
っ
て
射
出
す
る
震
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
非
常
に
小
さ
い
も
の
主
な
る
理

で
あ
る
。
之
震
央
距
離
百
八
十
粁
附
近
に
於
い
て
急
激
に
観
測
同
教
が
減

小
す
る
所
以
で
あ
ら
う
。
同
様
の
意
味
で
北
伊
豆
本
震
に
於
い
て
強
震

区
域
が
此
の
区
域
仰
に
限
ら
れ
た
事
も
考
へ
ら
れ
る
。

第
一
国
の
走
時
曲
線
(
p
u
は
A
が
百
八
十
粁
乃
至
二
百
五
十
粁
に
封
す

る
も
の
で
、
記
入
さ
れ
た
×
印
は
走
時
の
平
均
の
値
で
あ
り
、
共
の
黙
に

密
集
す
る
と
い
ふ
諮
で
は
な
い
事
は
第
二
表
か
ら
解
る
。
然
れ
ば
此
の

(
P
〉
曲
線
を
生
ボ
ノ
る
様
注
目
早
濁
な
波
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。

七
、
北
伊
豆
烈
震
の
震
源
匡
域
北
伊
豆
前
震
之
本
震
主
に
闘
し
走
時

曲
線
を
比
較
す
る
さ
其
庭
に
相
遼
を
生
宇
る
、
此
の
方
面
か
ら
見
て
震
源

哉
の
大
き
さ
を
考
察
し
ゃ
う
在
す
る
の
で
あ
る
、
之
を
比
較
す
る
た
め
に

は
、
本
震
の
走
時
曲
線
を
前
震
に
就
い
て
な
し
た
左
同
様
な
方
法
で
引
き

直
す
と
ー
と
を
要
す
る
、
印
ち
先
づ
通
常
の
走
時
曲
線
を
観
測
値
か
ら
描
く
、

此
の
曲
線
が
震
央
距
離
百
粁
の
庭
の
護
震
時
刻
を
読
む
、
之
を
各
地
測
候

所
の
観
測
値
に
二
十
秒
を
加
へ
た
も
の
か
ら
引
き
た
る
も
の
を
共
の
概
測

所
の
護
震
時
刻
'
と
す
る
、
然
る
と
き
は
戸
一
辰
夫
距
離
百
粁
に
於
げ
る
所
の
走

時
を
二
十
秒
と
し
た
時
の
各
地
の
走
時
が
得
ら
れ
る
事
に
在
る
。
斯
様
に

し
て
得
た
る
北
伊
豆
烈
震
の
走
時
は
第
二
表
に
れ
と
し
て
記
入
し
た
、
今

此
の
前
震
の
平
均
の
走
時
を

O
と
し
、
本
震
の
走
時
を
×
印
'
と
し
て
図
示

す
れ
ば
第
五
回
の
如
く
な
る
。
賓
線
は
×
印
を
貫
く
も
の
、
印
ち
前
震
の

走
時
曲
線
で
あ
り
、
結
線
は
×
印
を
貫
く
も
の
印
ち
本
震
の
走
時
曲
線
で
e

あ
る
、
鎖
線
は
前
震
の
後
現
時
の
遅
れ
た
も
の
を
結
ぶ
線
で
あ
る
。

扱
此
の
闘
を
見
る
に
ム
が
七
十
粁
以
上
百
八
十
粁
迄
は
全
く
一
致
し
て

居
る
、
‘
市
し
て
百
八
十
粁
以
上
の
不
一
致
は
、
前
震
に
於
い
て
は
震
波
の

勢
力
が
讃
取
る
た
め
に
充
分
に
記
録
さ
れ
て
居
ら
な
い
た
め
、
一
般
に
後

震
が
遅
れ
て
ゐ
る
主
解
せ
ら
れ
る
。
問
題
な
の
は
震
央
附
近
の
不
一
致
で

あ
る
。
共
の
差
は
約
一
・
五
秒
で
あ
っ
て
、
表
面
の
震
波
速
度
を
約
四
粁
/
秒

ル
」
す
れ
ば
約
六
粁
の
相
違
で
あ
る
。

此
の
相
違
の
原
因
を
考
へ
る
前
に
、
第
一
節
に
述
べ
た
前
震
の
震
央
の

位
置
と
本
震
の
震
央
・
と
を
反
省
し
て
見
る
必
要
が
あ
る

1

即
ち
第
一
固
に

一----F --. 



第五園、前震の平均走時曲線と本震の走時曲線との比較
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四

一
不
す
が
如
く
前
震
の
震
央
の
平
均
の
位
置
(
質
量
中
心
を

求
め
る
が
如
く
註
し
て
定
め
た
も
の
)
之
本
震
の
震
央
の

位
置
と
の
遼
ひ
は
約
二
粁
で
あ
っ
て
、
会
く
一
致
す
る
も

の
!
と
見
ら
れ
る
、
そ
と
で
走
時
の
差
を
生
や
る
原
因
と
考

へ
ら
れ
る
主
た
る
も
の
は
次
の
二
つ
主
推
測
さ
れ
る
で
あ

件
り
汽
ノ
、

〈一

ν
本
震
の
震
源
域
中
教
粁
の
半
径
を
有
し
た
部
分
は
同

時
に
運
動
を
起
し
た
事
c(

二
レ
前
震
の
震
源
の
平
均
位
置

が
幾
分
の
深
さ
を
有
す
る
と

と、

震央距離 Ckm)

長距、域と震波線

たデ4

第六園

先
づ
第
一
の
原
凶
の
考
へ
ら

れ
る
理
由
を
設
明
す
る
、
第
六

国
は
震
央
E
を
一
迎
る
地
表
面
上

の
一
直
線
A
E
C
を
合
み
地
面

に
垂
直
伝
る
椴
断
両
国
で
あ

る
、
小
地
震
に
闘
し
E
友
る
震

源
か
ら
裂
し
た
震
波
が
二
秒
か

三
秒
の
後
に
波
面
A
B
C
迄
旗



が
っ
た
'
と
す
る
、
今
此
の
波
面
A
B
C
K
包
含
さ
れ
る
直
械
を
本
震
の
震

源
域
主
考
へ
、
之
が
同
時
に
運
動
を
起
し
た
'
と
す
る
、
然
る
と
き
は

E

を
中
心
と
し
E

C
を
牛
径
と
す
る
回
以
外
に
あ
る
観
測
結
か
ら
得
ら
れ
る

走
時
曲
線
は
共
の
曲
率
の
有
様
に
於
い
て

E
た
る
皐
一
の
賠
か
ら
愛
す
る

震
波
に
よ
る
も
の
左
全
く
同
一
・
と
な
る
べ
き
で
あ
る
お
然
る
に
若
し
此
θ

国
内
に
観
測
賠
が
あ
っ
た
'
と
す
れ
ば
を
れ
だ
け
は
飛
び
離
れ
て
早
く
現
は

れ
る
盟
で
あ
る
。
然
れ
ば
三
島
や
沼
津
が
此
の
範
圏
内
に
あ
る
ー
と
す
れ
ば

問
題
は
説
明
せ
ら
れ
る
。
然
れ
ど
も
斯
様
た
勝
手
た
形
を
取
ら
や
固
の

a

b
e
の
如
き
形
を
取
る
か
も
知
れ
な
い
。
此
の
場
合
も
殆
ん
ど
同
様
に
考

へ
ら
れ
、
此
の
場
合
の
方
が
走
時
の
飛
び
離
れ
が
甚
だ
し
く
た
る
、
本
間

に
於
け
る
一
・
五
秒
ー
と
い
ふ
相
遣
は
此
の
後
者
の
震
源
域

(
a
b
e
〉
で

-
な
け
れ
ば
考
へ
に
く
い
、
部
ち
震
源
域
は
割
合
に
偏
平
な
る
も
の
の
如
く

考
へ
ら
れ
る
。

，
次
に
第
二
の
原
因
に
つ
き
て
考
へ
-
る
に
前
震
が
本
震
の
震
源
坊
の
各
所

に
起
る
も
の
主
考
へ
れ
ば
共
の
千
均
の
位
置
が
幾
分
の
深
さ
を
持
つ
と
と

に
た
る
、
然
れ
ば
此
の
原
因
の
考
察
も
可
能
性
が
あ
る
ん
」
思
は
れ
る
。

八
、
結

~ 
員同

(一
U

北
伊
前
震
の
走
時
曲
線
の
平
均

B

・p・
-
本
震
の
走
時
曲
線
之
の
比
較
よ

り
し
て
、
本
震
に
於
け
る
震
源
域
の
震
央
よ
り
数
粁
以
内
は
同
時
に
運
動

を
初
め
た
も
の
ξ
見
る
事
が
出
来
る
、
少
く
と
も
或
る
人
々
の
言
ふ
が
如

く
震
源
の
一
部
が
先
づ
破
壊
し
共
の
錨
裂
が
断
唐
線
に
沿
ふ
て
震
波
よ
り

遅
い
速
度
で
偉
搭
す
る
が
如
き
も
の
ξ
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

つ
ロ
地
震
縦
波
速
度
の
前
震
か
ら
求
め
た
も
の
は
先
に
本
多
技
師
や
著

者
等
が
求
め
た
も
の
ξ
略
一
致
す
る
。

会
一
)
地
震
記
象
上
S
相
愛
現
時
が
明
か
な
り
心
事
か
ら
地
震
横
波
の
速
度

が
相
営
の
確
賓
さ
を
以
っ
て
求
め
ら
れ
た
。

(
四
〉
地
震
波
の
震
央
距
離
に
従
ふ
減
衰
欣
態
に
闘
し
材
料
を
整
理
し
て

示
し
た
。

移
り
に
臨
ん
で
藤
原
博
士
、
図
富
技
師
並
び
に
本
多
技
師
等
に
御
助
一
一
一
口

を
賜
っ
た
事
を
深
謝
す
る
，
次
第
で
あ
る
。
倫
挿
入
せ
る
固
に
就
い
て
は
木

津
絞
氏
に
感
謝
す
る
。

一五


